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※仕入れ状況により献立は変更 

となる場合があります。 

梅雨に入ると、湿度や気温が高く、これからは細菌性の食中毒が増

える時期です。菌を繁殖させないためにも「つけない（手洗い）」

「増やさない（冷蔵・冷凍保存）」「やっつける（加熱殺菌）」の三

原則を守って、食中毒を予防しましょう。 

食中毒に注意！ 

手洗いはかかさずに 
 

じめじめとした梅雨が続き、気温の高い

この時期は、細菌の繁殖に適した条件が

揃い、食中毒が増える季節です。食品管

理に注意することはもちろん、子どもた

ちに下痢や腹痛、嘔吐などのつらい思い

をさせないためにも、手洗いを徹底させ

ましょう。食中毒予防の基本は、「菌をつ

けない」こと。トイレの後や食事の前に

は、必ず石鹸で手を洗う習慣を守ること

が大切です。 

食中毒への対策 
（給食室より）  

食中毒の原因となるウイルスや細菌の

ほとんどは、加熱することで退治できま

す。園での調理は、料理が中心まで十分

に加熱されているか温度計で測定し

（75℃で１分以上）、調理器具や食器、

ふきん、スポンジなどは、熱湯や次亜塩

素酸ナトリウムで消毒しています。ま

た、調理師はマスクを着用し、しっかり

手洗いをした上で、アルコール消毒を行

うなど食中毒の予防に努めています。 

よく噛む習慣をつけましょう 
 

よく噛むことは、唾液の分泌を促します。

唾液には、むし歯予防・消化を助ける・脳

の働きを活性化させて集中力や記憶力を

アップするなどの効果があります。噛み

ごたえのあるものをよく噛んで食べるこ

とを心がけましょう。 

●６月４日は虫歯予防デー● 


